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１ はじめに



提案内容

新しい価値あるホームタウン活動として
高齢者へ向けた活動の増加を提案。

※本研究は、50歳以上を高齢者とする。



ホームタウン活動とは

『地域社会と一体となり、人々の心身の健康と
生活の楽しみ』

を増進させていく活動である。

J.LEAGUE.JP http://www.jleague.jp/aboutj/hometown/ より引用



Ｊリーグ規約第２１条

〔Ｊクラブのホームタウン（本拠地）〕

(1) Ｊクラブは、理事会の承認を得て特定の市町村をホームタウンとして

定めなければならない。
ただし、次の各号の条件を満たし、理事会の承認を得た場合には、複数の市町村または都道府県をホームタウンと
することができる。

① 自治体および都道府県サッカー協会から全面的な支援が得られること
② 支援の中核をなし、市町村の取りまとめ役となる自治体を定めること
③ 活動拠点となる市町村を定めること

(2) Ｊクラブはホームタウンにおいて、地域社会と一体となったクラブ作り

（社会貢献活動を含む）を行い、サッカーをはじめとするスポーツの普及および

振興に努めなければならない。

Ｊリーグはホームタウン活動を義務づけている
Ｊリーグ規約 http://www.jleague.jp/docs/aboutj/regulation/02.pdf より引用



教育交流環境

地域に愛されるクラブとなるために、Ｊクラブはホームタウンの人々と心を
通わせるための、さまざまな活動を実践しています。

Ｊリーグでは、ホームタウン会議などを通じて、各クラブのホームタウン活動の
共有や情報交換、各種調査などを行い、同活動を推進しています。

ホームタウン活動の３つの軸

J.LEAGUE.JP http://www.jleague.jp/aboutj/hometown/ より引用



見本となるＪリーグのホームタウン活動



Ｊリーグが開幕して今年で２２年

これまでに様々なホームタウン活動が行われていたが

どのような活動が効果的なのか検証されていなかった

活動割合と貢献度の相関関係を統計分析
貢献度：Ｊリーグ観戦者調査 サマリーレポート『Ｊリーグとコミュニティ』の設問から貢献度を
導き出した

研究目的



統計とは
「集団における個々の要素の分布を調べ、その集団の傾向・性質などを数

量的に統一的に明らかに すること。また、その結果として得られた数値。」
（広辞苑より）

「集団」の「傾向・性質」を数量的に明らかにする。

統計とは 総務省統計局 http://www.stat.go.jp/teacher/c2tokei.htm より引用

活動対象者 ファン・サポーター スポンサー・株主 不特定 地域住民 小学生以下 中学生以上 保護者 高齢者 その他

相関関係 0.17 0.06 -0.12 0.04 -0.02 -0.05 -0.04 0.06 0.1

活動割合 25.0% 6.0% 9.9% 11.0% 31.0% 3.2% 2.5% 2.9% 7.1%

統計分析

ホームタウン活動の歩みが
どういったものであったかを把握

今までにない
新しい価値の発見

相関関係の値が正の１に近づくほど、良い効果を期待できる。



２ ホームタウン活動の現状



進行する少子高齢化
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高齢者に向けた活動がとても少ない
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ホームタウン活動の割合

２００９，２０１０（対象者別）

小学生以下 ファン・サポーター 地域住民

不特定 その他 スポンサー・株主

中学生以上 高齢者 保護者

(%)

※要旨では小学生以下とファンサポーターの割合が逆になってしまっている

１位 小学生以下 ３１．０％

２位 ファン・サポーター ２５．０％

３位 地域住民 １１．０％

４位 不特定 ９．９％

５位 その他 ７．１％

６位 スポンサー・株主 ６．０％

７位 中学生以上 ３．２％

８位 高齢者 ２．９％

９位 保護者 ２．５％

対象者



３－１ 分析に用いたデータ



分析に用いたデータ

①２００９、２０１０年のＪリーグホームタウンレポート
各チーム対象者、活動ジャンル別データ

②２００９、２０１０年のＪリーグ観戦者調査の「Ｊリーグと
コミュニティ」という項目から各クラブのホームタウンに
対する貢献度を示す設問



全ての対象者・ジャンル

活動ジャンル
サイン会・トークショー

ファンサービス

団体・ボランティア向けイベント

スポンサー向けイベント

地元イベント

活動対象者
ファンサポーター

スポンサー・株主

不特定

地域住民

小学生以下

中学生以上

保護者

障がい者・高齢者

その他

サッカー教室・イベント

学校訪問

介護・福祉活動

行政訪問・表敬訪問

講演会

その他



1位 2位 3位 4位 5位

22% 18% 17% 13% 13%

ファンサービスをファンサポーターに 介護・福祉活動をその他に サッカー教室・イベントを小学生以下に サイン会・トークショーを不特定に 介護・福祉活動を障がい者・高齢者に

27% 14% 12% 11% 10%

行政訪問・表敬訪問をスポンサー・株主に 介護・福祉活動をその他に ファンサービスをファンサポーターに サッカー教室・イベントを小学生以下に 介護・福祉活動

29% 21% 14% 2% 1%

介護・福祉活動を障がい者・高齢者に ファンサービスをファンサポーターに サッカー教室・イベントを小学生以下に ファンサービスをスポンサー・株主に 地元イベントを不特定に

24% 19% 14% 10% 10%

サイン会・トークショーをファンサポーターに ファンサービスをファンサポーターに 介護・福祉活動を小学生以下に ファンサービスを小学生以下に サッカー教室・イベントを小学生以下に

21% 13% 13% 13% 8%

サッカー教室・イベントを小学生以下に 地元イベントを地域住民に サッカー教室を保護者に 行政訪問・表敬訪問をスポンサー・株主に サイン会・トークショーをファン・サポーターに

18% 16% 16% 12% 7%

学校訪問を小学生以下に ファンサービスをファンサポーターに その他をその他に サイン会・トークショーをファンサポーターに 地元イベントを地域住民に

30% 19% 19% 12% 2%

ファンサービスをファンサポーターに サッカー教室・イベントを小学生以下に サッカー教室・イベントを保護者に 行政訪問・表敬訪問をスポンサー・株主に サイン会・トークショーをファンサポーターに

24% 24% 14% 10% 10%

ファンサービスをファンサポーターに 行政訪問・表敬訪問をスポンサー・株主に サッカー教室・イベントを小学生以下に サッカー教室・イベントを保護者に その他を不特定に

24% 17% 14% 11% 8%

サイン会・トークショーをファンサポーターに 地元イベントを地域住民に ファンサービスをファンサポーターに サッカー教室・イベントを小学生以下に ファンサービスを地域住民に

19% 14% 11% 11% 10%

ファンサービスをファンサポーターに サイン会・トークショーをファンサポーターに 学校訪問を小学生以下に 地元イベントを地域住民に その他を不特定に

Ｊクラブ別活動実績の順位
年度別クラブ
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分析に用いたデータ①

２００９、２０１０のＪ１、Ｊ２全３７チームをデータ入力



分析に用いたデータ

①２００９、２０１０年のＪリーグホームタウンレポート
各チーム対象者、活動ジャンル別データ

②２００９、２０１０年のＪリーグ観戦者調査の「Ｊリーグと
コミュニティ」という項目から各クラブのホームタウンに
対する貢献度を示す設問



分析に用いたデータ②

大いに
あてはまる

あてはまる＋
（％）

①ホームクラブは、ホームタウンで大きな貢献をしている



３－２ 統計分析の結果（なぜ高齢者なのか）



対象者

①ファン・
サポーター

②小学生
以下

③高齢者



対象者

①ファン・
サポーター

②小学生
以下

③高齢者



活動対象者 ファン・サポーター スポンサー・株主 不特定 地域住民 小学生以下 中学生以上 保護者 高齢者 その他

相関関係 0.17 0.06 -0.12 0.04 -0.02 -0.05 -0.04 0.06 0.1

活動割合 25.0% 6.0% 9.9% 11.0% 31.0% 3.2% 2.5% 2.9% 7.1%
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ホームタウン活動の割合２００９，２０１０（対象者別）

小学生以下 ファン・サポーター 地域住民 不特定 その他 スポンサー・株主 中学生以上 高齢者 保護者

(%)

正の相関関係

①ファン・サポーター



対象者

①ファン・
サポーター

②小学生
以下

③高齢者



負の相関関係
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ホームタウン活動の割合２００９，２０１０（対象者別）

小学生以下 ファン・サポーター 地域住民 不特定 その他 スポンサー・株主 中学生以上 高齢者 保護者

(%)

活動対象者 ファン・サポーター スポンサー・株主 不特定 地域住民 小学生以下 中学生以上 保護者 高齢者 その他

相関関係 0.17 0.06 -0.12 0.04 -0.02 -0.05 -0.04 0.06 0.1

活動割合 25.0% 6.0% 9.9% 11.0% 31.0% 3.2% 2.5% 2.9% 7.1%

②小学生以下



対象者

①ファン・
サポーター

②小学生
以下

③高齢者



正の相関関係
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ホームタウン活動の割合２００９，２０１０（対象者別）

小学生以下 ファン・サポーター 地域住民 不特定 その他 スポンサー・株主 中学生以上 高齢者 保護者

(%)

活動対象者 ファン・サポーター スポンサー・株主 不特定 地域住民 小学生以下 中学生以上 保護者 高齢者 その他

相関関係 0.17 0.06 -0.12 0.04 -0.02 -0.05 -0.04 0.06 0.1

活動割合 25.0% 6.0% 9.9% 11.0% 31.0% 3.2% 2.5% 2.9% 7.1%

③高齢者



高齢者への活動が少ないが、正の相関関係が確認された

高齢者に向けた新しい価値のホームタウン活動

提案



３－３ 考察と提案



私たちが考える新しいホームタウン活動

ヘルシニアウォーキング稲城
Supported by東京ヴェルディ



ヘルシニアの創出

ヘルシー シニア

ヘルシニアウォーキング稲城Supported by東京ヴェルディ

※写真はイメージです。



高齢者に人気のウォーキング

平成１８年から、平成２３年にかけてウォーキング・軽い体操は他のスポーツに
比べて、圧倒的に高齢者に人気の運動であることが分かる。
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H18
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総務省統計局
（http://www.stat.go.jp/data/topics/topi635.htm）

道具や場所の必要がない



東京ヴェルディを選んだ理由

１.東京ヴェルディのホームタウンは帝京大学八王子キャンパスと
同じ多摩地区に立地している。

２.帝京大学は、東京ヴェルディのオフィシャルスポンサーである。



分析結果のご報告

東京ヴェルディへ新たな価値あるホームタウン活動のご提案

ホームタウン活動の統計分析結果をご報告し、
ヴェルディホームタウン担当者様へご提案。



私たちが考えた企画

「地元地域を楽しく歩くことで、地元地域を深く知り、
地元地域をもっと好きになる。」

・主催 稲城市
・対象者 ５０歳以上の稲城市民の方
・場所 東京都稲城市（東京ヴェルディのホームタウン）
・距離 ３．４km
・所要時間 約１時間
・参加費 無料
・参加人数 １０人
・内容 選手と一緒に地元の特徴のあるスポットや、

選手のおすすめスポットを歩きながら、選手と
楽しく触れ合い、ホームタウンにもっと愛着を
持っていただく活動です。

ヘルシニアウォーキング稲城
Supported by東京ヴェルディ



ウォーキングルート

東京ヴェルディクラブハウス

初級者 上級者

ゴンドラで移動 徒歩で移動

京王よみうりランド駅
ここで、初級者と上級者に分かれる

弁天通り商店街
弁天通り商店街を選手と楽しくウォーキング

矢野口駅
JR南武線の矢野口駅を出発

５分

１５分

３０分２０分

矢野口駅

京王よみうりランド駅

東京ヴェルディ



弁天通り商店街

ウォーキングルート



京王よみうりランド駅～クラブハウス

ウォーキングルート



この活動を提案するメリット

４つの
メリット



４ 今後の展望



①帝京大学への提案

ホームタウンシートに
「ヘルシニアシート」を増設

ヘルシニアシート

帝京大学が現在協賛している
東京ヴェルディの招待シート

＋

期待される効果

高齢者向けイベントに参加した方のスタジアムへ来場するキッカケになる。
さらに、ホームタウンシートの対象者は小学生以下なので、祖父・祖母とお孫
さんが同じスペースで一緒に観戦できる。



②東京ヴェルディへの提案

05

現在の東京ヴェルディのファンクラブの会員 「ヘルシニア会員」
を新設

05
ヘルシニア会員

会員特典として考えられるオプション

・会員様のお孫さんと一緒にご来場すれば、お孫さんのチケット代が無料に。
・会員証提示で、スタジアム内売店のドリンクを１杯購入したら１杯サービス。

他の大学・Ｊクラブにはない新しい試み

＋



Ｊリーグ観戦者の高齢化

Ｊリーグ観戦者調査より引用

観戦者の家族も
高齢化

観戦者の高齢化



③新たなライフスタイルの提案

ファン・サポーター
～情報入手～

身内の高齢者
～情報認知・誘う～

伝
達

一緒に参加

小学生以下
～誘われる～



今後の研究

①実際に高齢者向けのイベントを行い、高齢者やＪリーグに効果はあるのか。

②高齢者（正の相関関係）と小学生以下（負の相関関係）を
掛け合わせることで小学生以下も正の相関関係にできるのではないか。



ご清聴ありがとうございました。
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